
－（教科）19－ 

１ 調査問題 １ ⑷ 

 

 
 

  
    （示された場面において、目的にあった数の処理の仕方を考察できるかどうかをみる                    
問題） 

                                                   

（１）課題が見られた問題について 

 この問題は、積の大きさを見積もる際に、

目的に応じて数を大きくしたり小さくしたりし

て、概算し見積もる問題です。正答は８５円

も２１個分もどちらも一の位の数を切り捨て

て計算し、Ｂセット１箱文の値段より高くなる

ことを導くというものです。 

 最も多かった誤答は、８５円と２１個分をそ

れぞれ四捨五入して計算するものです。松

本市、そして県内の児童の半数以上がこの

解答を選んでいます。これは、児童が何らか

の数を概数にする際、常に四捨五入を使うと

考えていることが原因として考えられます。 

また、次に多かった誤答は、８５円と２１個

分をどちらも切り上げて計算したものです。

これは問題文の「必ず大きくなることがわ

かるためには」という文言から大きく見積も

るのだと捉えていると考えられます。 

今回の結果から、概数を用いる際、目的に

応じて切り上げ、切り捨て、四捨五入を用い

ることができず、解答を誤るという課題が見

えてきました。これは、数を概数にする際に

は常に四捨五入すればよいと児童が考えて

いると考えられますし、乗法の式とある数との大小関係を比較する際の、概数の積と実際の数の積

の大小関係を判断する力に課題があるということが考えられます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

 日常生活において、数の大きさを見積もる必要があるときには、目的に応じて数を大きくしてみた

り小さくしてみたりして、概算できるようにすることが重要です。その際、概数にする方法である切り

上げ、切り捨て、四捨五入を用いて計算し、どの方法が適切であるかを判断できるようにすることが

大切です。 

 日々の授業では、概数にして計算した結果と、実際の数の積との大小関係がどうなるかを確認す

る活動が大切です。二つの数を切り上げて計算した積は実際の数の積より必ず大きくなる。二つの

数を切り捨てて計算した積は実際の数の積より必ず小さくなる。そして二つの数を四捨五入して計

算した積は、実際の数の積より大きくなる場合と小さくなる場合があることを児童が実感できること

が必要です。また、目的を確認し、それに応じて、概算の方法を選ぶ活動をするとよいでしょう。例え

ば、本設問を用いて、８５×２１と１４７０ではどちらの方が大きいかを予想し、確かめる活動が考えら

れます。切り上げ、切り捨て、四捨五入した結果を下図のように表し、それを用いて友に説明する活

動を通して、８５×２１の答えが１４７０より必ず大きくなることを言うためには、二つの数を切り捨てて

計算する必要があることを理解できるようにすることが大切です。 

  １４７０      ８０×２０（切り捨て）         ８５×２１ ９０×２１（四捨五入）                                  ９０×３０（切り上げ） 
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２ 調査問題 ２ ⑷ 
（伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の数量の求め方と 
答えを式や言葉を用いて記述することができるかどうかを見る問題）  

（１）課題が見られた問題について 
 本設問では、果汁が含まれている飲み物につい
て、果汁の量が２倍、３倍になると、それに伴って、
飲み物の量も２倍、３倍になるという比例の関係を
用いて、果汁の量が 180mL のときの飲み物の量
を求めることが必要です。その際、求め方を記述す
る上で、次の二つの事柄を書くことが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
本設問における松本市の正答率は約５割で、 

全国及び県と同様に課題があると言えます。最も
多い誤答は「②は記述しているが、①を記述してい
ないもの」で、次に多い誤答が「①は記述している
が②を記述していないもの」でした。しかし、答えの
600mL という記述ができている児童は約８割  
いることから、答えを求めることはできているが、
答えを導くための方法を記述したり説明したりする
ことに課題がある児童が一定程度いると推測され
ます。 
 
（２）指導の改善・充実に向けて 
 本調査は「事実を記述する問題」「方法を記述す
る問題」「理由を記述する問題」の３種類の記述内
容に関わる問題が出題されています。そのうち本
設問は「方法を記述する問題」です。問題を解決す
るための方法は、問題を解決するために必要とな
るもの（「用いるもの」）とそれをどのように用いるか
（「用い方」）で成り立っています。算数で言うと、 
「用いるもの」には、数学のツール、数学的な性質や 
関係があります。「用い方」には、手続きや手順の 
他に着想・アイディアがあります。本設問において
は、「用いるもの」が「飲み物の量と果汁の量の間に比例の関係があるということ」となり、「用い方」
が「果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍になることを使えば、100×6 で果汁の量が 180mL
のときの飲み物の量を求めることができる」となります。 
そこで、指導に当たっては、方法を説明する活動を通して、「用いるもの」と「用い方」を明確にする

ことが大切です。例えば、授業における結果や方法の見通しをもつ場面で、一方の数量に着目する
のではなく、果汁の量に伴って飲み物の量がどのように変化するかに着目できるようにしたり、共同
追究の場面で、答えを確認するだけに留まらず、求めた式や数について振り返って考えたりする活
動を設定することが大切です。例えば、「なぜ『180÷30=6』という計算をしたのか」ということや
「『100×6=600』の 6 は何なのか」ということを話し合うことで、「用いるもの」や「用い方」を意識 
できるようにすることが大切です。 

①180mLが 30mLの６倍であることを求め

ること 

②果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍

になることを用いて、果汁の量が 180mL

のときの飲み物の量を求めること 

 


